
昨
年
の
事
に
な
る
が
、
11

月
７
日
（
土
）
、
放
送
大
学

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
８
階
に

中
学
生
・
高
校
生
が
押
し
寄

せ
た
。
埼
玉
大
学
と
放
送
大

学･

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の

共
同
企
画
「
科
学
者
の
芽
育

成
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
講
座
が

催
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
科
学
者
の
芽
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
は
埼
玉
大
学
が
平

成
20
年
度
か
ら
始
め
て
い
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
今
年
度

で
７
年
目
に
な
る
。
「
集
ま

れ
！
小
さ
な
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
た
ち
。
未
来
を
ひ
ら
く

空
想
力
を
み
が
け
!!
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
掲
げ
、
体
験
を
通

し
た
専
門
的
な
学
習
機
会
を

提
供
す
る
事
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
達
一
人
ず
つ
に
、
科
学

に
関
す
る
好
奇
心
や
学
習
意

欲
、
能
力
な
ど
の
育
成
を
目

指
す
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
い
る
。

◆
参
加
者
の
募
集

毎
年
春
に
、
小
学
５
、
６

年
生
～
高
校
３
年
生
80
名
ほ

ど
を
募
集
し
、
数
学
、
物
理
、

化
学
、
生
物
、
地
学
、
情
報

を
主
な
分
野
と
し
て
、
様
々

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
催
し
て

い
る
。
ま
た
、
特
別
コ
ー
ス

と
し
て
、
「
女
性
科
学
者
の

芽
」
を
設
け
、
埼
玉
大
学
の

理
系
コ
ー
ス
に
在
学
中
の
女

子
学
生
や
女
子
大
学
院
生
か

ら
大
学
生
活
や
将
来
の
夢
な

ど
を
聞
い
た
り
、
座
談
会
を

開
い
た
り
す
る
。

◆
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
３
つ
の
ス

テ
ッ
プ
に
分
か
れ
て
お
り
、

小
学
生
～
中
学
生
を
対
象
と

す
る
ス
テ
ッ
プ
１
で
は
、
理

数
分
野
に
興
味
を
持
た
せ
、

親
子
科
学
教
室
な
ど
で
保
護

者
と
共
同
で
実
験
実
習
を
行

う
。
ス
テ
ッ
プ
２
は
高
校
１

～
２
年
生
と
教
師
が
対
象
と

な
る
。
体
験
型
実
験
や
実
習

を
経
験
し
た
り
、
最
先
端
の

研
究
施
設
の
見
学
な
ど
を
通

し
て
、
理
数
分
野
へ
の
興
味

や
意
欲
を
伸
ば
す
。
そ
し
て
、

ス
テ
ッ
プ
３
は
対
象
を
高
校

２
～
３
年
生
と
し
て
、
理
数

系
の
各
分
野
の
セ
ミ
ナ
ー
や

講
義
だ
け
で
は
な
く
、
現
在

学
ん
で
い
る
大
学
生
や
大
学

院
生
を
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
、

質
問
討
論
を
行
う
事
で
、
興

味
や
意
欲
、
知
識
を
一
層
伸

ば
そ
う
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
な
っ
て
い
る
。

◆
上
級
ス
テ
ッ
プ
へ
の
進
級

各
ス
テ
ッ
プ
は
、
評
価
と

選
抜
に
よ
っ
て
、
上
級
へ
の

ス
テ
ッ
プ
に
進
級
す
る
事
が

で
き
る
。
こ
の
日
も
、
中
学

１
年
生
と
２
年
生
で
あ
り
な

が
ら
、
す
で
に
ス
テ
ッ
プ
３

に
進
級
し
て
い
る
受
講
生
が
、

９
月
に
行
わ
れ
た｢

全
国
受

講
生
研
究
発
表
会｣

に
て
優

秀
賞
を
受
賞
し
、
永
澤
客
員

教
授
か
ら
表
彰
状
を
渡
さ
れ

て
い
た
。

今
年
度
は
す
で
に
５
回
の

セ
ミ
ナ
ー
が
行
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
５
回
目
が
、
放
送
大
学
・

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
と
の
共

同
企
画
と
し
て
、
同
セ
ン
タ
ー

の
講
堂
で
行
わ
れ
た
。

◆
５
回
目
の
セ
ミ
ナ
ー

11
月
７
日
（
土
）
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
Ｋ
大
宮

５
階
の
さ
い
た
ま
市
宇
宙
劇

場
屋
上
で
「
太
陽
を
観
測
し

よ
う
」
と
題
し
て
、
太
陽
の

黒
点
観
測
が
行
わ
れ
た
。
続

い
て
、
８
階
講
堂
で
は
ス
テ
ッ

プ
１
の
「
太
陽
の
脈
拍
を
診

断
す
る
」
と
題
す
る
講
演
が

望
月
悦
育
氏
（
元
浦
和
・
浦

和
一
女
高
校
教
員
）
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
。
太
陽
は
約
11

年
の
間
隔
で
脈
を
打
っ
て
い

る
が
、
時
々
不
整
脈
に
な
る

時
が
あ
る
と
い
う
太
陽
の
不

思
議
な
姿
に
、
参
加
し
た
子

ど
も
達
は
配
付
さ
れ
た
資
料

に
、
熱
心
に
メ
モ
を
と
っ
て

い
た
。

続
い
て
、｢

女
性
科
学
者

の
芽
セ
ミ
ナ
ー｣

が
行
わ
れ
、

埼
玉
大
学
で
現
在
、
学
ん
で

い
る
女
子
学
生
の
座
談
会
が

行
わ
れ
た
。
最
後
に
、
埼
玉

大
学
理
学
部
生
体
制
御
学
科

の
吉
原
亮
平
助
教
に
よ
る

｢

遺
伝
子
の
変
化
と
生
物
の

進
化｣

の
講
義
が
行
わ
れ
た
。

遺
伝
子
の
変
化
は
生
物
の
進

化
と
密
接
に
繋
が
っ
て
い
る

が
、
そ
の
遺
伝
子
の
変
化
は

ど
の
よ
う
に
起
こ
る
の
か
と

い
う
興
味
深
い
内
容
の
話
に
、

子
ど
も
達
か
ら
は
た
く
さ
ん

の
質
問
が
飛
び
だ
し
た
。

学
習
セ
ン
タ
ー
は
６
時
ま

で
な
の
で
、
そ
の
後
は
、
再

度
５
階
の
研
修
室
に
移
動
し

て
、
埼
玉
大
学
理
学
部
物
理

学
科
の
井
上
直
也
教
授
に
よ

る｢

ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
と

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ｣

の
講
演
が

行
わ
れ
た
。

日
本
の
科
学
界
の
裾
野
を

広
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

端
に
触
れ
た
半
日
で
あ
っ
た
。

（
文
責
・
冬
木
）

平
成
28
年
度
４
月
入
学
の

学
生
を
募
集
中
で
す
。

皆
さ
ん
の
周
り
の
放
送
大

学
に
興
味･

関
心
の
あ
る
方

を
、
是
非
、
ご
紹
介
下
さ
い
。

紹
介
さ
れ
た
方
が
入
学
し
た

場
合
、
薄
謝
を
進
呈
し
ま
す
。

（
再
入
学
を
除
く
）

【
第
１
回
募
集
締
切
】

平
成
28
年
２
月
29
日
（
月
）

【
第
２
回
募
集
締
切
】

平
成
28
年
３
月
20
日
（
日
）

平
成
27
年
度
第
２
学
期
の

単
位
認
定
試
験
が
１
月
22
日

（
金
）
～
31
日
（
日
）
ま
で

の
間
行
わ
れ
ま
す
。

試
験
時
間
を
確
認
し
、
時

間
に
遅
れ
な
い
よ
う
注
意
を

し
て
下
さ
い
。

１
月
29
日
（
金
）
と
２
月

２
日
（
火
）
は
臨
時
閉
所
と

な
り
ま
す
。
ご
注
意
下
さ
い
。

学
習
相
談
を
含
む
オ
ー
プ

ン･

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
し

ま
す
。

日
時
＝
１
月
17
日
（
日
）

２
月
６
日
（
土
）

14
時
～
16
時

内
容
＝
大
学
の
概
要
説
明
、

履
修
案
内
、
卒
業
生

の
体
験
談
、
面
接
授

業
見
学
、
そ
の
他

平
成
28
年
度
１
学
期
の
科

目
登
録
期
間
は
、
次
の
通
り
。

郵
送
＝
２
月
13
日
～
28
日

《
大
学
本
部
必
着
》

シ
ス
テ
ム
Ｗ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｂ
Ａ
＝

２
月
29
日
24
時
ま
で

第４２号 学 生 新 聞 平成２８年１月１５日1

放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会

学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

埼玉学習センターに中学･高校生

｢科学者の芽育成プログラム｣講座開催

埼玉大学と埼玉学習センターとの共同企画

未来の科学者を育てるプロジェクト

「
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協

奏
曲
」

笹
原
誠
二

近
頃
、
私
は
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
の

生
演
奏
に
魅
せ
ら
れ

て
い
る
。
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
演
奏
を
背
景
に
研
ぎ

澄
ま
さ
れ
た
よ
う
に
響
き
渡
っ

て
他
を
圧
倒
す
る
、
あ
の
音

色
に
聞
き
惚
れ
て
し
ま
う
。

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
と

い
え
ば
、
サ
ラ
サ
ー
テ
ィ
の

「
チ
ゴ
イ
ネ
ル
ワ
イ
ゼ
ン
」

や
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
や
チ
ャ

イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
作
品
が
有

名
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
作

曲
家
の
作
品
も
演
奏
会
で
聴

く
機
会
が
多
く
な
っ
て
き
た
。

そ
の
中
で
、
最
近
の
演
奏
会

で
印
象
に
残
っ
た
も
の
を
あ

げ
て
み
た
い
。

・
10
月
24
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー

ル
で
Ｎ
響
を
バ
ッ
ク
に
「
シ
ョ

ス
タ
ー
コ
ビ
ッ
チ
の
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
協
奏
曲
・
第
1
番
」
。

演
奏
者
は
現
在
を
代
表
す
る

一
人
と
し
て
、
世
界
の
檜
舞

台
で
活
躍
す
る
五
嶋
み
ど
り
。

こ
の
曲
は
彼
女
の
18
番
の
レ

パ
ー
ト
リ
ー
の
1
つ
で
あ
る
。

小
柄
な
体
で
躍
動
感
に
あ
ふ

れ
た
、
力
強
い
演
奏
で
あ
っ

た
。

・
11
月
16
日
、
同
じ
く
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ホ
ー
ル
で
の
、
五
嶋
龍

（
五
嶋
み
ど
り
の
実
弟
）
の

「
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
」
の
演
奏

も
、
若
く
て
人
気
の
あ
る
ハ

ン
サ
ム
な
彼
の
豊
か
な
表
現

力
と
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
技
術

に
感
動
。

・
11
月
22
日
、
テ
ィ
ア
ラ
こ

う
と
う
大
ホ
ー
ル
で
の
上
里

は
な
子
の
「
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏

曲
」
の
演
奏
。
ウ
ィ
ー
ン
国

立
音
楽
大
学
を
出
て
、
ヤ
ッ

シ
ャ
ハ
イ
フ
ェ
ッ
ツ
国
際
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
に
第

2
位
と
日
本
人
で
唯
一
入
賞

し
た
逸
材
で
あ
る
。
こ
の
難

し
い
曲
を
豊
か
な
表
現
力
で

涼
や
か
に
弾
く
、
そ
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
に
脱
帽
。

学生手帳

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交

流
会
の
運
営
に
格
別
の
ご
支

援
と
、
ご
協
力
を
賜
り
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
今

年
は
、
埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

が
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
一

つ
の
節
目
と
し
て
更
な
る
飛

躍
を
図
る
べ
く
皆
様
の
ご
尽

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

は
、
渋
谷
所
長
の
積
極
的
な

運
営
に
よ
り
更
な
る
変
革
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
所
属
の
学
生
団
体
・

埼
玉
同
窓
会
・
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
教
職
員
の
皆
様
と
の

連
携
を
強
化
し
連
帯
を
図
り

ま
す
。

Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
の
更
な
る

発
展
に
皆
様
の
意
見
を
賜
り
、

運
営
に
反
映
で
き
る
組
織
体

制
強
化
を
図
り
、
身
の
丈
を

弁
え
た
運
営
を
心
掛
け
て
参

る
所
存
で
す
。
４
月
に
は
、

新
た
に
多
く
の
仲
間
に
ご
参

加
頂
け
る
よ
う
、
各
学
生
団

体
の
更
な
る
募
集
活
動
に
期

待
す
る
と
こ
ろ
大
で
す
。

さ
て
、
我
々
を
取
り
巻
く

世
の
中
は
、
中
国
経
済
の
落

ち
込
み
等
か
ら
世
界
経
済
が

減
速
す
る
中
、
安
部
政
権
は

「
強
い
経
済
」
「
子
育
て
支

援
」
「
社
会
保
障
」
の
「
新

三
本
の
矢
」
を
基
本
方
針
に

打
ち
出
し
ま
し
た
。
と
は
い

え
以
前
掲
げ
た
「
三
本
の
矢
」

の
「
経
済
戦
略
」
の
継
続
に

よ
る
経
済
成
長
の
活
動
が
期

待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。
年

初
か
ら
国
会
も
開
会
さ
れ
、

7
月
の
参
議
院
戦
で
は
、
18

歳
か
ら
の
選
挙
権
行
使
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

最
後
に
、
会
員
各
位
の
ご

多
幸
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

平
成
28
年
４
月
入
学

学
生
募
集

平
成
28
年
新
年
の
あ
い
さ
つ

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会

代
表

嶋
﨑
洋
明

臨
時
閉
所
の
お
知
ら
せ

学
生
の
皆
さ
ま
、
Ｃ
Ｓ
Ｃ
に
関
わ
り

ま
す
皆
さ
ま
、
同
窓
会
の
皆
さ
ま
、
サ
ー

ク
ル
の
会
員
の
皆
さ
ま
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
４
月

以
来
、
生
涯
で
こ
れ
ほ
ど
周
り
の
方
々

の
ご
支
援
ご
援
助
に
浴
し
た
こ
と
は
な

か
っ
た
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
に
、
皆
さ

ま
方
に
支
え
ら
れ
て
仕
事
を
し
て
参
り

ま
し
た
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

な
か
で
も
、
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
を

支
え
る
の
は
放
送
大
学
で
す
」
と
い
う
、

四
月
早
々
に
頂
い
た
森
岡
前
同
窓
会
会

長
の
お
言
葉
、
「
一
人
で
も
多
く
の
入

学
生
と
学
び
や
す
い
学
生
の
た
め
の
環

境
づ
く
り
等
に
全
力
で
協
力
し
て
参
り

ま
す
」
と
の
、
武
内
現
同
窓
会
会
長
か

ら
戴
い
た
新
年
の
ご
挨
拶
に
あ
り
ま
し

た
お
言
葉
の
二
つ
は
、
心
底
あ
り
が
た

く
思
い
ま
し
た
。

私
も
昨
年
以
上
に
微
力
を
尽
く
し
て
、

皆
さ
ま
の
学
び
の
環
境
作
り
に
励
み
ま

す
の
で
、
本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

さ
て
初
夢
で
す
が
、
皆
さ
ま
は
如
何

で
し
た
か
。
私
は
第
一
に
、
三
人
の
碁

敵
（
ご
が
た
き
）
を
相
手
に
互
先
（
た

が
い
せ
ん
）
で
三
人
と
も
に
半
目
勝
ち

を
収
め
る
、
と
い
う
夢
を
見
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
毎
月
、
学
生
時
代
以
来
の
悪

友
四
人
で
碁
会
を
持
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
私
は
ど
う
も
あ
と
の
三
人
に
分
が

悪
い
の
で
す
（
私
が
一
番
弱
い
）
。
将

棋
な
ら
断
然
私
の
天
下
な
の
で
す
が
、

誰
も
将
棋
を
指
そ
う
と
し
ま
せ
ん
。
と

も
あ
れ
、
勝
負
の
あ
と
の
反
省
会
（
と

称
し
て
の
飲
み
会
）
を
含
め
て
、
今
年

の
健
康
法
の
第
一
が
こ
れ
で
す
。

第
二
は
、
カ
ン
ト
哲
学
の
国
際
学
会

を
日
本
で
、
し
か
も
ド
イ
ツ
語
だ
け
を

使
用
言
語
と
し
て
開
催
す
る
こ
と
。
そ

の
心
は
、
英
語
は
使
わ
せ
な
い
！
（
と

い
っ
て
も
、
ア
メ
リ
カ
人
イ
ギ
リ
ス
人

の
カ
ン
ト
研
究
者
の
参
加
を
拒
否
す
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。
な
ぜ
こ
れ

が
夢
な
の
か
、
に
つ
い
て
の
説
明
は
い

ず
れ
ま
た
。

第
三
は
、
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
が
さ

ら
に
元
気
に
な
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ま

の
学
び
の
拠
点
、
世
界
平
和
を
発
信
す

る
一
大
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
い
っ
そ
う

「
日
本
を
支
え
る
」
こ
と
。
せ
め
て
こ

れ
だ
け
は
正
夢
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
切

に
願
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
と
ご
一
緒

に
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

新
年
の
ご
挨
拶
と
初
夢
三
題

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

渋
谷
治
美

単
位
認
定
試
験

１
月
22
日
か
ら
開
始

科
目
登
録
の
手
続
き

２
月
13
日
か
ら
27
日
ま
で

オ
ー
プ
ン･

キ
ャ
ン
パ
ス

と
学
習
相
談
を
開
催

会
場
に
は
未
来
の
科
学
者
が
一
杯

永
澤
客
員
教
授
か
ら
表
彰
状

太
陽
観
測
を
指
導
す
る
望
月
氏

吉
原
助
教
に
よ
る
遺
伝
子
の
講
義



日
時
＝
１
月
16
日
（
土
）

14
時
～
16
時

演
題
＝
「
転
ば
ぬ
先
の
基
礎

知
識
～
立
位
バ
ラ
ン

ス
の
生
涯
発
達
～
」

講
師
＝
星

文
彦
（
埼
玉
県

立
大
学

保
健
医
療

福
祉
学
部
教
授
）

日
時
＝
２
月
６
日
（
土
）

14
時
半
～
16
時
半

演
題
＝
「
林
竹
二
の
授
業

『
人
間
に
つ
い
て
』

を
め
ぐ
っ
て
」

講
師
＝
横
須
賀

薫
（
十
文

字
学
園
女
子
大
学

理
事･

学
長
）

◎
サ
ロ
ン
し
ぶ
や

渋
谷
治
美
セ
ン
タ
ー
所
長

日
時
＝
２
月
25
日
（
木
）

14
時
～
16
時

場
所
＝
第
１
講
義
室

内
容
＝
『
古
事
記
』
の
神
話

部
分
の
面
白
さ

◎
サ
ロ
ン
た
か
の

高
野
み
ど
り
客
員
准
教
授

日
時
＝
２
月
７
日
（
日
）

14
時
～
16
時
半

場
所
＝
第
４
講
義
室

内
容
＝
～
心
の
オ
ア
シ
ス
６

★
2
月
13
日
（
土
）
13
時
～

総
会
＝
新
年
度
前
期
活
動

計
画
案
、
予
算
案
、
規
約

改
正
案
、
そ
の
他

★
3
月
12
日
（
土
）
13
時
～

２
０
１
５
年
度
総
会
＝
活

動
報
告
、
会
計
報
告
、
新

年
度
活
動
計
画
、
そ
の
他

★
１
月
は
活
動
予
定
な
し
。

２
月
９
日
、
16
日
、
23
日

★
２
月
９
日
、
16
日
、
23
日

火
曜
日
10
時
半
～
12
時

★
２
月
13
日
（
土
）
14
時
～

16
時

８
階
講
堂

第
５
回
発
表
会
＝
井
上
ひ
さ

し
作
「
少
年
口
伝
隊
」

浅
野
幸
作
「
小
さ
き
山
よ
り
」

★
定
例
会
＆
勉
強
会
＝
毎
月

第
２
火
曜
日

２
月
９
日
＝
「
ジ
ェ
ネ
ラ

テ
ィ
ビ
テ
ィ
（
世
代
継
承

性
）
に
つ
い
て
」

３
月
８
日
＝
第
16
回
総
会

★
イ
ベ
ン
ト
（
月
１
回
）

２
月
18
日
（
木
）
＝
気
象

庁
見
学
＆
東
京
ジ
ャ
ー
ミ
ー

（
モ
ス
ク
）
見
学
と
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
（
星
空
散
歩
）

３
月
10
日
（
木
）
＝
青
春

18
切
符
の
旅
～
南
房
総
花

摘
み
～

★
パ
ソ
コ
ン
楽
習
会
＝

第
２
以
外
の
火
曜
日

★
勉
強
会
＝
「
藤
沢
史
料
館
」

地
方
古
文
書

１
月
16
日
（
土
）
、
２
月

13
日
（
土
）
、
２
月
20
日

（
土
）
、
２
月
28
日
（
日
）

寒
の
入
り
と
と
も
に
、
思

い
出
し
た
よ
う
に
訪
れ
た
冬

将
軍
。
暖
冬
は
あ
り
が
た
い

け
れ
ど
、
寒
く
な
い
冬
は
気

持
ち
が
悪
い
。
寒
さ
対
策
を

し
っ
か
り
し
て
、
試
験
に
臨

ん
で
下
さ
い
。
次
号
も
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
冬
）

第４２号 学 生 新 聞 平成２８年１月１５日2

十
一
月
四
日
、
快
晴
。
古
典
文
学
の
ゆ
か
り

の
地
を
巡
る
伊
勢
路
の
旅
は
松
阪
（
ま
つ
さ
か
）

駅
か
ら
始
ま
っ
た
。
一
行
は
、
島
内
裕
子
教
授

の
ゼ
ミ
十
四
期
生
と
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
古

典
の
会
の
有
志
計
九
名
が
各
地
か
ら
集
合
し
た
。

駅
前
に
は
大
き
な
駅
鈴
の
モ
ニ
メ
ン
ト
が
あ
っ

た
。
宿
に
荷
物
を
置
き
、
松
阪
城
跡
へ
と
向
っ

た
。
城
下
ら
し
い
落
ち
着
い
た
町
並
か
ら
小
高

い
城
跡
に
登
り
、
石
垣
の
脇
に
建
つ
本
居
宣
長

記
念
館
を
見
学
し
た
。
宣
長
は
、
江
戸
に
店
を

持
つ
木
綿
商
に
生
ま
れ
た
。
京
都
で
医
学
を
修

め
、
七
十
二
年
の
生
涯
を
開
業
医
と
し
て
松
阪

で
過
ご
し
た
。
彼
は
昼
間
の
医
者
と
し
て
の
務

め
を
終
え
て
か
ら
国
文
学
を
講
義
し
、
そ
れ
か

ら
夜
間
に
一
人
で
古
事
記
傅
を
三
十
五
年
の
歳

月
を
か
け
て
完
成
さ
せ
た
。
源
氏
研
究
の
集
大

成
『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
』
も
出
版
し
、
彼
の

「
も
の
の
あ
は
れ
論
」
は
、
そ
れ
ま
で
の
注
釈

を
一
変
さ
せ
た
。
享
保
時
代
の
松
阪
は
松
阪
木

綿
で
繁
栄
し
、
お
伊
勢
参
り
の
交
通
の
要
所
で

あ
り
、
通
信
網
も
発
達
し
て
い
た
。

宣
長
は
師
と
仰
ぐ
賀
茂
真
淵
に
通
信
添
削
で

指
導
を
受
け
て
、
国
文
学
を
本
格
的
に
学
ん
だ
。

彼
が
ま
さ
に
生
涯
学
習
の
先
駆
者
で
あ
っ
た
こ

と
に
驚
い
た
。
宣
長
は
眠
く
な
っ
た
時
や
疲
れ

た
時
に
は
、
柱
に
掛
け
た
板
に
吊
る
し
た
幾
つ

も
の
鈴
を
鳴
ら
し
た
そ
う
だ
。
参
宮
の
途
中
に

宣
長
の
『
源
氏
物
語
』
の
講
釈
を
聞
い
た
石
見

国
浜
田
藩
主
・
松
平
安
定
侯
か
ら
の
拝
領
品
の

駅
鈴
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
鈴
の
好
き
な
宣
長

へ
の
心
尽
し
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
あ
り
、
駅
前
の

駅
鈴
は
こ
の
町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
。
彼
は

書
画
も
巧
み
で
、
自
画
像
を
何
枚
も
描
い
て
い

る
が
、
そ
の
顔
は
細
面
で
段
鼻
で
あ
る
。

百
年
ほ
ど
前

に
城
跡
に
移
築

さ
れ
た
住
居
の

鈴
屋
を
経
て
、

転
げ
落
ち
そ
う

な
急
坂
を
下
り

城
外
に
出
た
。

近
く
に
生
垣
に

囲
ま
れ
た
十
軒

長
屋
が
向
い
合
っ

て
い
た
。
御
城

番
屋
敷
で
あ
る
。

今
も
人
が
住
み
、

そ
の
家
々
の
玄

関
に
は
、
「
笑
門
」
と
書
か
れ
た
木
札
を
付
け

た
注
連
飾
が
一
年
中
、
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
伊

勢
地
方
の
古
く
か
ら
の
風
習
で
、
町
中
の
民
家

や
商
店
に
も
見
ら
れ
る
。
元
祖
お
も
て
な
し
で

あ
ろ
う
か
。
宿
泊
し
た
鯛
屋
旅
館
は
創
業
二
百

二
十
年
の
旅
籠
で
あ
り
、
伊
勢
街
道
に
面
し
た
、

京
都
の
祇
園
風
の
格
子
作
り
の
家
は
裏
に
長
く

延
び
て
、
江
戸
時
代
の
風
情
を
今
に
残
し
て
い

る
。松

阪
と
い
え
ば
、
松
阪
牛
の
す
き
焼
き
、
そ

れ
も
上
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
奮
発
し
て
の

夕
食
。
ピ
ン
ク
色
の
大
き
な
切
り
身
に
一
同
思

わ
ず
身
を
乗
り
出
し
て
歓
声
を
上
げ
た
。
仲
居

さ
ん
が
肉
に
砂
糖
と
特
製
の
割
り
下
を
か
け
て

焼
き
上
げ
て
い
く
、
肉
が
苦
手
と
い
う
人
も
、

「
こ
ん
な
に
美
味
し
い
の
は
初
め
て
よ
」
と
喜

ん
で
平
ら
げ
る
。
本
場
の
す
き
焼
き
に
皆
、
満

足
。
旅
籠
の
一
夜
を
賑
や
か
に
歓
談
し
て
過
ご

し
た
。
旅
籠
の
大
女
将
は
私
の
中
高
以
来
の
親

友
で
思
い
が
け
ぬ
久
々
の
再
会
に
喜
ん
だ
。

翌
日
は
、
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

で
お
伊
勢
参
り
。
こ
の
日
も
快
晴
で
暑
い
く
ら

い
だ
っ
た
が
、
外
宮
の
森
に
入
り
、
玉
砂
利
の

参
道
を
歩
き
出

す
と
、
急
に
ひ

ん
や
り
と
し
て

厳
か
な
雰
囲
気

に
包
ま
れ
た
。

多
数
の
観
光
客

の
先
に
昨
年
、

二
〇
年
ぶ
り
に

遷
宮
さ
れ
た
新

し
い
宮
の
屋
根

の
飾
り
金
具
が

朝
日
に
輝
い
て

い
た
。
参
拝
後
、

池
に
面
し
た
遷

宮
館
も
見
学
し

た
。
二
〇
年
毎
に
建
物
だ
け
で
な
く
遷
宮
祭
の

行
列
の
装
束
か
ら
調
度
品
の
全
て
を
新
調
す
る
。

全
て
の
木
材
は
二
十
年
先
の
為
に
既
に
植
林
し

育
成
し
て
い
る
。

建
造
物
の
工
法
や
調
度
品
の
匠
の
技
が
千
年

以
上
も
代
々
、
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
世
界

に
類
を
見
な
い
文
化
的
業
績
で
あ
る
。
澄
ん
だ

五
十
鈴
川
で
手
を
清
め
、
内
宮
も
参
拝
し
た
一

行
は
松
と
紅
葉
に
冬
桜
ま
で
見
な
が
ら
宇
治
橋

を
渡
り
、
い
よ
い
よ
、
お
待
ち
か
ね
の
お
か
げ

横
丁
の
す
し
久
の
手
こ
ね
寿
司
で
の
昼
食
で
あ

る
。
浅
い
桶
に
は
鰹
を
漬
け
た
味
の
ご
飯
の
上

に
鰹
が
隙
間
な
く
載
っ
て
い
た
。
絶
妙
の
美
味

し
さ
で
あ
っ
た
が
、
食
べ
き
れ
な
か
っ
た
。
満

腹
、
大
満
足
で
斎
宮
（
い
つ
き
の
み
や
）
歴
史

博
物
館
へ
と
バ
ス
に
乗
り
込
ん
だ
。

幼
い
内
親
王
が
伊
勢
神
宮
の
斎
王
と
し
て
仕

え
る
為
に
京
の
都
か
ら
御
輿
で
鈴
鹿
峠
を
越
え

た
群
行
の
再
現
映
画
を
観
た
。
少
し
離
れ
た
整

備
さ
れ
た
広
場
に
バ
ス
で
移
動
す
る
と
、
そ
こ

に
は
再
現
さ
れ
た
斎
宮
の
三
棟
の
新
築
の
建
物

が
あ
っ
た
。

松
阪
に
戻
る
と
、
夕
食
前
に
勉
強
会
を
開
い

た
。
和
室
で
の
な
ご
や
か
な
源
氏
物
語
の
講
義

で
あ
っ
た
が
、
直
ぐ
に
「
夕
食
で
す
」
の
声
。

二
日
目
の
夕
食
の
鴨
鍋
が
待
っ
て
い
た
。

サ
ー
ク
ル
案
内

サ
ー
ク
ル

お
お
み
や

江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会

放
送
大
学
熟
年
会

健
康
体
操
研
究
会

編
集
後
記

世界遺産には文化遺産と自然遺産があり、

「屋久島」は自然遺産である。所在場所は鹿

児島県熊毛郡屋久島町（屋久島と口永良部島）、

九州の鹿児島県庁の南約140㎞の洋上にある。

屋久島の西には噴火のため全島避難を余儀な

くされた口永良部島があり、東には種子島宇

宙センターがある種子島がある。屋久島の総

面積は約500㎢あり､約600㎢の東京２３区と比

較してやや狭い。形状はほぼ円形である。こ

の小さな島は気候的に亜熱帯（北緯30度）で

あることと、宮之浦岳（標高約1900m）を含め

７つの標高1800m級の山が連なる山岳島であり､

平地から標高が上がるにつれて植生が変化し

亜熱帯植物から、北海道地方で見られる亜寒

帯植物が垂直方向に分布している点が地球上

で数少ない例として世界遺産に登録された｡

屋久島はおよそ1400万年前に花崗岩の隆起

によって誕生した。このことは地面が風化し

ても植物にとって貧栄養の土しかできず、植

生に大きな影響を与えている。島に2000m近い

山岳があると、海を渡ってきた風は山に沿っ

て上昇し気温が下がる。100mにつき0.6℃降下

するので、海岸付近と山頂の気温差は12℃に

なり、島に大量の雨を降らせることになる｡屋

久島の年間降雨量は約4300㎜、鹿児島の年間

降雨量は2200㎜であり、屋久島は鹿児島の約

２倍雨が降る。「月に35日雨が降る」と喧伝

されるのも理解できる｡

屋久島は海岸線から標高が上がるごとに植

生が変化するが、海岸線から標高100mまでは、

ガジュマルやヒメルギなどの亜熱帯植物が群

生している。800mから1000mあたりではスジダ

イやイスノ

キなどの温

帯性常緑広

葉樹林が広

がっており、

標高1000m

から1700m

は屋久杉・

モミ・ツガ

などの常緑針葉樹林帯となっている。標高170

0m以上の山頂付近は亜高山帯植物群落で低木･

草原が広がり、ヤクシマシャクナゲが見られ

る｡

屋久島は地表近くまで花崗岩に覆われてお

り、土壌に栄養分が少ない｡このためスギの成

長が他の地域より遅く、年輪の幅が狭い｡年輪

の幅が狭いと幹樹の目が詰まって硬くなり、

樹脂の量が他の地域のスギの6倍以上になる。

樹脂には防腐・抗菌・防虫効果があるため、

堅い幹樹と多量の樹脂をもつ屋久杉は、腐朽

せず樹齢をのばすことができた。「縄文杉」

は、樹高25m、根回り43mあり、屋久杉のなか

で最大級である。樹齢は一説によると7000年

とも言われている

古来、屋久島の住民は標高1800m級の山を神

域として、森に立ち入ることも屋久杉を伐採

することもなかった。江戸時代には伐採した

屋久杉を加工して年貢として使用され、20世

紀に入ると建築資材として積み出された｡過剰

伐採ははげ山を増加させ、その対策が講じら

れた。1924年（大正13年）に屋久島のスギ原

始林が天然記念物に指定された。1954年(昭和

29年)特別天然記念物に指定替えとなった｡199

3年(平成5年）に｢白神山地｣･「屋久島｣･「法

隆寺地域の仏教建造物群｣･「姫路城」は世界

遺産登録となった。

屋久島町の人口は､約1300人､空路・航路お

よび島内の路線ﾊﾞｽがある。町のシンボルは、

樹木：ヤクスギ、花：ヤクシマシャクナゲで

ある。

世界遺産「屋久島」

荒川良雄
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